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ドキドキ、わくわく！村内小中学校入学式・保育園入園式
山田小学校32名、万江小学校７名、山江中学校32名がそれぞれの夢と希望を胸に入

学。村内の保育園では新しいお友達を迎え、章鹿倉保育園88名、山江保育園65名、万

江保育園19名の在園児となりました。
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◆
予
算
編
成
の
基
本
的
な

　

考
え
方

　

平
成
22
年
度
の
地
方
財
政
を
取
り
巻

く
環
境
は
、
企
業
の
業
績
悪
化
や
個
人

所
得
の
減
少
に
よ
り
、
地
方
税
収
入
や

地
方
交
付
税
の
財
源
と
な
る
国
税
収
入

が
落
ち
込
む
一
方
、
社
会
保
障
費
関
係

経
費
の
自
然
増
に
加
え
、
公
債
費
が
高

い
水
準
で
推
移
す
る
な
ど
、
依
然
と
し

て
、
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
平
成
22
年
度
予
算

は
、「
九
州
山
江
村
の
創
造
」
〜
人
が
魅

力
、
自
然
が
魅
力
、
元
気
が
魅
力
〜
の

実
現
に
向
け
た
事
業
へ
の
重
点
化
を
図

る
と
と
も
に
、
村
内
の
高
齢
者
の
生
き

が
い
や
雇
用
の
確
保
に
積
極
的
に
取
り

組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

◆
当
初
予
算
の
特
色

　

予
算
編
成
の
基
本
的
な
考
え
方
を
踏

ま
え
、
村
民
の
倖
せ
づ
く
り
を
実
現
す

る
た
め
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
、
重
点

的
に
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

【
村
民
所
得
の
向
上
】

　

村
民
所
得
の
向
上
で
は
「
活
き
づ
く
村
」

を
目
指
し
、
農
林
業
を
中
心
と
し
た
山
江

村
産
業
の
活
性
化
を
図
り
、
活
力
を
創
造

す
る
村
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

農
林
業
の
振
興
対
策
と
し
て
、
昨
年
度

同
様
、
有
害
鳥
獣
の
駆
除
に
要
す
る
経
費

や
栗
・
柚
子
の
苗
木
購
入
に
対
す
る
助
成

及
び
農
林
産
物
加
工
施
設
の
整
備
に
対
し

て
補
助
金
を
交
付
す
る
小
さ
な
産
業
づ
く

り
事
業
等
を
予
算
化
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
企
業
誘
致
対
策
と
し
て
、
進
出

す
る
企
業
に
対
し
、
土
地
取
得
奨
励
金
及

び
雇
用
奨
励
金
の
制
度
を
創
設
す
る
と
と

も
に
、
誘
致
す
る
企
業
の
用
地
を
確
保
す

る
た
め
に
、
工
業
用
地
造
成
事
業
に
着
手

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
外
部
か
ら
の
企
業
誘
致
だ
け

で
な
く
、
村
内
で
の
起
業
化
を
目
指
す
人

た
ち
を
支
援
す
る
た
め
、
起
業
化
支
援
対

策
費
を
創
設
し
ま
し
た
。

【
輝
く
ひ
と
づ
く
り
】

　

輝
く
ひ
と
づ
く
り
で
は
、「
育
て
る
村
」

を
目
指
し
、
社
会
に
求
め
ら
れ
、
温
か
い

心
を
持
つ
人
材
の
育
成
に
努
め
、
未
来
を

拓
き
、
輝
く
人
材
を
育
む
村
づ
く
り
を
推

進
し
ま
す
。

　

学
校
教
育
の
推
進
と
し
て
、
学
力
の
向

上
に
加
え
、
食
育
の
啓
発
や
文
化
活
動
の

充
実
を
図
る
た
め
の
経
費
を
予
算
化
し
ま

し
た
。
ま
た
、
社
会
教
育
の
推
進
と
し

て
、
各
地
域
に
根
付
い
て
い
る
地
域
文
化

を
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
学
習

機
会
に
整
備
・
拡
大
す
る
学
び
の
里
事
業

を
継
続
し
て
予
算
化
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
農
林
業
や
商
工
観
光
の
先
進

的
技
術
の
習
得
及
び
各
種
講
習
会
の
研
修

費
用
に
対
す
る
助
成
を
行
う
人
生
奨
学
金

制
度
に
係
る
経
費
を
予
算
化
し
ま
し
た
。

【
福
祉
の
充
実
】

　

福
祉
の
充
実
で
は
「
優
し
い
村
」
を
目

指
し
、
誰
に
で
も
優
し
い
福
祉
体
制
の
充

実
を
図
り
、
い
き
い
き
と
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
村
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
社
会
福
祉
費
や
児
童
福
祉

費
の
予
算
に
加
え
、
子
育
て
支
援
と
し

て
、
昨
年
か
ら
小
学
生
ま
で
に
拡
充
し
た

医
療
費
助
成
事
業
を
継
続
し
、
今
年
度
か

ら
支
給
が
始
ま
る
子
ど
も
手
当
を
予
算
化

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
高
齢
者
支
援
と
し
て
、
こ
れ
ま

で
の
米
寿
祝
金
を
廃
止
し
、
満
80
歳
以
上

の
高
齢
者
に
対
し
て
祝
金
を
支
給
す
る

た
っ
し
ゃ
か
祝
金
を
新
設
す
る
と
と
も

に
、
高
齢
者
の
生
活
を
支
援
す
る
た
め

に
、
い
き
い
き
応
援
手
当
を
交
付
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

【
住
み
良
い
環
境
づ
く
り
】

　

住
み
良
い
環
境
づ
く
り
で
は
「
美
し
い

村
」、「
住
み
た
い
村
」
を
目
指
し
、
美
し

い
農
村
景
観
の
保
全
・
創
造
に
努
め
、
人

と
自
然
が
共
生
す
る
村
づ
く
り
を
進
め
る

と
と
も
に
、
安
全
で
快
適
に
暮
ら
せ
る
村

づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

毎
日
の
生
活
に
関
わ
る
道
路
に
つ
い

て
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
村
道
山
江
錦
線

舗
装
工
事
、
村
道
日
向
瀬
小
山
田
線
道
路

改
良
工
事
、
村
道
萩
内
畑
線
道
路
改
良
工

事
を
計
画
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
に
し
ま

し
た
。
ま
た
、
今
年
度
か
ら
、
丸
岡
公
園

か
ら
万
江
井
出
ノ
口
地
区
へ
通
じ
る
道
路

の
整
備
に
着
手
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
整
備
中
の
公
営
住
宅
井
出
の
口

団
地
に
つ
い
て
も
、
本
体
建
築
工
事
費
を

予
算
化
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
住
民
自
治
の
構
築
を
目
的
と
し

た
情
報
の
共
有
化
を
図
る
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
事
業
の
本
格
運
営
の
た
め
に
特
別
会
計

を
創
設
し
ま
し
た
。

〜
平
成
二
十
二
年
度
当
初
予
算
と
主
な
事
業
〜

〜
平
成
二
十
二
年
度
当
初
予
算
と
主
な
事
業
〜

特 集特 集
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○平成22年度当初予算の概要
【一般会計】

※平成22年度一般会計当初予算を年収400万円の家計に例えると…

【特別会計】
会計名 H22（千円）対前年度比（％）

国民健康保険事業 481,000 △ 2.43
老人保健医療事業 200 △ 93.33
簡 易 水 道 事 業 417,000 24.11
農業集落排水事業 171,000 3.01
介 護 保 険 事 業 327,000 10.10
後期高齢者医療事業 35,000 9.38
ケーブルテレビ事業 32,000 新設
工業用地等造成事業 15,000 新設

計 1,478,200 11.39

歳入
26億5,600

万円

村税　1億 9,391万円 7.3％

商工費 5,455万円
2.0％

消防費
1億 247万円
3.8％

教育費
1億 3,228万円
5.0％

災害復旧費 70万円 0.1％
予備費 898万円 0.3％

地方譲与税等交付金　7,765万円
2.9％ 

議会費　5,242万円 2.0％ 

地方交付税
14億 2,000万円

53.5％

県支出金
2億 468万円
7.7％

村債
2億 3,960万円
9.0％ 

国庫支出金
3億 321万円
11.4％総務費

5億 1,191万円
19.3％

農林水産業費
3億 1,500万円
11.9％

民生費
5億 3,965万円
20.3％

土木費
2億 7,944万円
10.5％

公債費
3億 5,429万円
13.3％

衛生費
3億 431万円
11.5％

その他使用料・財産収入等
2億 1,695万円 8.2％

歳出
26億5,600

万円

自主財源

依
存

財
源

収入
400
万円

支出
400
万円

給料（村税）　29万円

親からの仕送り
（地方交付税・地方譲与税・

国県支出金など）
302万円

パート収入
（使用料・手数料・
　負担金など）
　　10万円

預金引き出しなど
（繰入金・諸収入など）
　　23万円

家の増改築など
（土木費・災害復旧費）
　　42万円

子供の学費など（教育費）
　　20万円

貯金：281万円　ローン残高：545万円（うち親が面倒をみる分：394万円）

食費など
（農林水産業費）

48万円

観光・研修など
（商工費）
8万円

ローン返済
（公債費）
53万円

その他
（議会費・消防費・予備費）

25万円

水道光熱費など
（総務費）
77万円

ローン借入れ
（村債）36万円保険・医療代など

（民生費・衛生費）
　　　127万円

34 千円
72 千円
92 千円
140 千円
79 千円
82 千円
14 千円
159 千円
16 千円

１年間に村民１人に使われるお金は

約 688,000円です。《一般会計》

村民１人当たりが
負担する税額は
50,209円です。

人口３月31日現在  　3,862人

教育や文化の振興に（教育費）
道路･公営住宅の整備に（土木費）
借入金の返済に（公債費） 
福祉の向上や健康づくり（民生費）
環境保全などに（衛生費） 
農林水産業の振興に（農林水産業費）
商工業の振興や雇用創出に（商工費）
地域の振興や防災対策に（総務費･消防費）
その他 

18,830円
24,474円
2,678円
4,130円
97円

住民税
固定資産税
軽自動車税
たばこ税
入湯税
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職
員
人
事
異
動
に
つ
い
て

職
員
人
事
異
動
に
つ
い
て

山
江
村
消
防
団

山
江
村
消
防
団

「
竿
頭
綬
」
を
受
賞

「
竿
頭
綬
」
を
受
賞

「
平
成

「
平
成
2121
年
度
消
防
庁
長
官
表
彰
」

年
度
消
防
庁
長
官
表
彰
」

　

平
成
22
年
３
月
５
日
（
金
）
日
本
消
防

会
館
で
開
催
さ
れ
た
消
防
庁
長
官
表
彰
式

に
お
い
て
山
江
村
消
防
団
は
竿
頭
綬
（
か

ん
と
う
じ
ゅ
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
消
防
活
動
が
顕
著
で
あ
っ

た
優
良
消
防
機
関
及
び
消
防
団
に
授
与
す

る
も
の
で
、
九
州
で
は
沖
縄
県
と
熊
本
県

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
１
機
関
の
み
で
、
全
国
で

30
機
関
が
受
賞
し
て
お
り
ま
す
。

　

山
江
村
消
防
団
は
、
こ
れ
ま
で
熊
本
県

消
防
協
会
、
日
本
消
防
協
会
、
熊
本
県
知

事
か
ら
も
賞
を
授
与
し
て
お
り
、
表
彰
式

に
参
加
さ
れ
た
田
原
龍
太
郎
団
長
は
、「
名

誉
な
賞
を
い
た
だ
き
感
銘
し
て
い
る
。
こ

れ
か
ら
も
村
民
の
生
命
、
財
産
を
守
る
た

め
、
消
防
・
防
災
活
動
に
邁
進
し
た
い
。」

と
話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

人
事
異
動[　

]

は
旧
所
属

●
主
幹
級

　

◎
産
業
情
報
課
主
幹（
農
業
委
員
会
担
当
）

　
　
﹇
産
業
情
報
課
林
政
係
主
幹
﹈土屋　

一
喜

　

◎
総
務
課
主
幹
（
庶
務
担
当
）

　
　
﹇
教
育
委
員
会
学
校
教
育
係
主
幹
﹈

中
村　

良
子

　

◎
教
育
委
員
会
教
育
課
主
幹

　
　
　
（
学
校
教
育
担
当
）

　
　
﹇
教
育
委
員
会
学
校
教
育
係
長
﹈

嶋
原　

美
津
子

　

◎
産
業
情
報
課
主
幹
（
林
政
担
当
）

　
　
﹇
産
業
情
報
課
企
画
情
報
セ
ン
タ
ー
係
長
﹈

平
山　

辰
也

　

◎
総
務
課
主
幹
（
行
財
政
担
当
）

　
　
﹇
総
務
課
行
財
政
係
長
﹈ 

蕨
野　

昭
憲

●
係
長
級

　

◎
総
務
課
政
策
調
整
係
長

　
　
﹇
産
業
情
報
課
農
業
委
員
会
係
長
﹈

　

一
二
三　

信
幸

　

◎
総
務
課
地
域
計
画
推
進
室
長

　
　
﹇
総
務
課
企
画
調
整
係
長
﹈

　

松
尾　

充
章

　

◎
産
業
情
報
課
企
画
情
報
セ
ン
タ
ー
係
長

　
　
﹇
会
計
室
会
計
係
長
﹈　  

迫
田　

教
文

　

◎
産
業
情
報
課
農
政
係
長

　
　
﹇
産
業
情
報
課
農
政
係
主
査
﹈

　

白
川　
　

満

●
主
査
級

　

◎
総
務
課
政
策
調
整
係
主
査

　
　
﹇
総
務
課
企
画
調
整
係
主
査
﹈

　

髙
橋　
　

忍

　

◎
産
業
情
報
課

　
　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
セ
ン
タ
ー
主
査

　
　
﹇
産
業
情
報
課
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

　
　
　

セ
ン
タ
ー
準
備
室
主
査
﹈尾

方　

路
美

　

◎
産
業
情
報
課
林
政
係
主
査

　
　
﹇
産
業
情
報
課
林
政
係
主
事
﹈

　

尾
方　

義
和

　

◎
総
務
課
行
財
政
係
主
査

　
　
﹇
総
務
課
行
財
政
係
主
事
﹈

　

柳
瀬　

真
奈
美

　

◎
総
務
課
政
策
調
整
係
主
査

　
　
﹇
総
務
課
企
画
調
整
係
主
事
﹈

　

迫
田　

友
香

●
主
事
級

　

◎
健
康
福
祉
課
戸
籍
係
主
事

　
﹇
総
務
課
行
財
政
係
主
事
﹈ 

白
川　

美
生

　

◎
会
計
室
会
計
係
主
事

　
　
﹇
健
康
福
祉
課
保
健
衛
生
係
主
事
﹈

　

原
先　

健
一

　

◎
総
務
課
地
域
計
画
推
進
室
主
事

　
　
﹇
税
務
課
税
務
係
主
事
﹈　

豊
永　

有
加

　

◎
教
育
委
員
会
教
育
課
学
校
教
育
係
主
事

　
　
﹇
健
康
福
祉
課
福
祉
係
主
事
﹈

　

菖
蒲　

祐
太
朗

　

◎
健
康
福
祉
課
保
健
衛
生
係
主
事

　
　
﹇
建
設
課
建
設
係
主
事
﹈　

簑
田　

竜
也

　

◎
健
康
福
祉
課
福
祉
係
主
事

　
　
﹇
健
康
福
祉
課
戸
籍
係
主
事
﹈

　

勝
山　

晃
嗣

◎
山
口　

喜
子

　

山
江
村
政
発
展
の

た
め
ご
尽
力
賜
り
ま

し
た
次
の
方
が
平
成

22
年
３
月
31
日
を

も
っ
て
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

勝
山　

瞬

（
か
つ
や
ま 

し
ゅ
ん
）

年　

齢
：
28
歳

出
身
地
：
山
江
村

　
　
　
　
（
林
田
）

所
属
課
：
建
設
課
建
設
係

抱　

負
：
で
き
る
こ
と
か
ら
少
し
ず
つ

　
　
　
　

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

谷
川　

恵
里
子

（
た
に
が
わ 

え
り
こ
）

年　

齢
：
22
歳

出
身
地
：
山
江
村

　
　
　
　
（
別
府
）

所
属
課:

税
務
課　

税
務
係

抱　

負
：
山
江
村
の
為
に
一
生
懸
命
努
力

　
　
　
　

し
て
い
き
た
い
で
す
。

退
職
者
紹
介

退
職
者
紹
介

新
入
職
員
紹
介

新
入
職
員
紹
介
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昨
年
３
月
よ
り
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た

地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業
が
こ
の
度

し
ゅ
ん
工
し
、
４
月
１
日
、
山
江
村
農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
内
に
山
江
村
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
「
ま
ろ
ん
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
が
開

局
し
ま
し
た
。

　

４
月
12
日
に
は
開
局
を
記
念
し
、
同
セ

ン
タ
ー
内
で
九
州
総
合
通
信
局
や
熊
本
県
、

村
内
の
各
種
団
体
な
ど
ご
多
忙
中
に
も
か

か
わ
ら
ず
約
70
名
の
方
に
ご
臨
席
を
賜
り
、

神
事
及
び
開
局
記
念
式
典
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

ま
ず
、
事
業
経
過
報
告
、
設
計
・
施
工

監
理
及
び
施
工
業
者
へ
の
感
謝
状
の
贈
呈

を
行
い
、
続
い
て
内
山
慶
治
村
長
が
「
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
を
地
域
づ
く
り
の
道
具
と
し

て
最
大
限
に
活
用
し
、
村
づ
く
り
に
生
か

し
た
い
。」
と
式
辞
を
述
べ
、
金
子
恭
之
衆

議
院
議
員
、
溝
口
幸
治
県
議
会
議
員
、
野

津
正
明
九
州
総
合
通
信
局
長
、
宮
尾
尚
球

磨
地
域
振
興
局
長
よ
り
ご
祝
辞
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

い
よ
い
よ
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
本
格
的

な
運
用
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
後
は
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
告
知

端
末
機
を
活
用
し
た
更
な
る
情
報
発
信
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

山
江
村
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

山
江
村
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

ま
ろ
ん
チ
ャ
ン
ネ
ル
開
局

ま
ろ
ん
チ
ャ
ン
ネ
ル
開
局

晴
天
と
色
鮮
や
か
な
つ
つ
じ
に
囲
ま
れ
て

晴
天
と
色
鮮
や
か
な
つ
つ
じ
に
囲
ま
れ
て

平
成
平
成
2222
年
度
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
開
局
記
念
や
ま
え
つ
つ
じ
祭
開
催

年
度
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
開
局
記
念
や
ま
え
つ
つ
じ
祭
開
催

　

４
月
18
日
（
日
）
丸
岡
公
園
一
帯
に
お

い
て
、
青
空
晴
天
の
も
と
「
平
成
22
年
度

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
開
局
記
念
や
ま
え
つ
つ

じ
祭
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

祭
り
は
、
紅
白
餅
投
げ
に
始
ま
り
、
開

会
行
事
で
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
開
局
記

念
ビ
デ
オ
上
映
、
ま
た
全
国
か
ら
募
集
し

ま
し
た
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
愛
称
・
デ
ザ
イ

ン
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
愛
称
の
部
で

は
、「
ま
ろ
ん
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
を
応
募
い
た

だ
き
ま
し
た
福
岡
県
の
林　

賢
次
さ
ん
（
所

要
の
た
め
欠
席
）、
デ
ザ
イ
ン
の
部
で
応
募

い
た
だ
き
ま
し
た
兵
庫
県
の
木
高
真
己
さ

ん
に
、
最
優
秀
賞
と
ほ
た
る
米
１
年
分
が

村
長
よ
り
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
ケ
ー
ブ
ル
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

大
型
モ
ニ
タ
ー
を
使
っ
た
会
場
生
中
継
が

行
わ
れ
、
演
芸
大
会
で
は
、
村
内
外
か
ら

５
組
の
参
加
で
賑
わ
い
を
み
せ
て
い
ま
し

た
。

　

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
で
は
天
装
戦
隊

ゴ
セ
イ
ジ
ャ
ー
が
登
場
し
、
特
設
テ
ン
ト

に
入
り
き
れ
な
い
家
族
連
れ
で
い
っ
ぱ
い

に
な
り
、
間
近
で
み
る
ヒ
ー
ロ
ー
に
子
供

達
は
、
目
を
輝
か
せ
力
い
っ
ぱ
い
声
援
を

送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
農
村
広
場
で
は
球
磨
拳
大
会
が

行
わ
れ
、
拳
の
掛
け
声
が
会
場
中
に
響
き

渡
っ
て
い
ま
し
た
。
ヤ
マ
メ
掴
み
取
り
大

会
で
は
子
供
達
が
服
も
び
し
ょ
び
し
ょ
に

濡
れ
な
が
ら
も
、
元
気
に
ヤ
マ
メ
を
追
い

か
け
て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
今
回
は
前
日
（
17
日
）
に
農

村
広
場
に
お
い
て
、
山
江
四
半
的
弓
道
協

会
主
催
の
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
山
江

村
の
チ
ー
ム
を
は
じ
め
、
人
吉
球
磨
や
、

遠
く
は
宮
崎
県
か
ら
14
チ
ー
ム
65
人
が
出

場
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
矢
を
射
る
音

が
晴
天
の
中
、
農
村
広
場
に
響
い
て
い
ま

し
た
。

　

今
回
の
祭
り
は
、
満
開
の
中
開
催
さ
れ
、

晴
天
に
も
恵
ま
れ
、
村
内
外
か
ら
４
千
人

近
く
の
人
が
訪
れ
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま

し
た
。

祝祝
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公
営
井
出
の
口
住
宅
３
棟
完
成

公
営
井
出
の
口
住
宅
３
棟
完
成

大
物
ゲ
ッ
ト
！
や
っ
た
よ
！

大
物
ゲ
ッ
ト
！
や
っ
た
よ
！

第
５
回　

や
ま
め
釣
り
大
会
Ｉ
Ｎ
尾
寄
崎
開
催
！

第
５
回　

や
ま
め
釣
り
大
会
Ｉ
Ｎ
尾
寄
崎
開
催
！

　

少
子
高
齢
化
に
伴
い
第
３
区
よ
り
公
営

住
宅
の
建
設
要
望
が
提
出
さ
れ
、
地
権
者

の
協
力
の
も
と
平
成
20
年
度
に
造
成
工
事
、

昨
年
度
は
３
棟
の
本
体
建
築
工
事
に
着
工

し
た
村
営
住
宅
『
井
出
の
口
団
地
』
が
平

成
22
年
４
月
に
完
成
し
ま
し
た
。

　

早
速
、
３
組
の
家
族
が
入
居
し
、
５
月

よ
り
新
し
い
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
お

ら
れ
ま
す
。
地
域
の
方
と
交
流
親
睦
を
深

め
、
よ
り
良
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
今
年
度
は
同
敷
地
内
に
新
た
に

６
棟
の
住
宅
を
建
設
す
る
予
定
で
す
。

　

４
月
25
日（
日
）

尾
寄
崎
キ
ャ
ン
プ

場
周
辺
に
お
い

て
、第
５
回
や
ま

め
釣
り
大
会
が
横

谷
俊
治
実
行
委
員

長
主
催
の
も
と
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、去
年

よ
り
５
０
０
ｍ

区
間
を
拡
大
し
、

女
性
・
子
供
コ
ー
ス
を
設
け
て
行
わ
れ
ま
し

た
。大
会
当
日
は
早
朝
か
ら
集
ま
っ
た
釣
り

愛
好
者
ら
約
80
名
が
、朝
６
時
の
受
付
も
待

ち
き
れ
な
い
と
ば
か
り
に
受
付
後
に
は
、駆

け
足
で
狙
い
場
へ
と
駆
け
て
い
く
光
景
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

　

遠
方
よ
り
参
加
さ
れ
た
方
の
中
に
は
、午

前
２
時
に
自
宅
を
出
発
し
て
来
ら
れ
た
方

も
い
て
、大
物
や
大
漁
を
狙
っ
て
清
流
に
さ

お
を
出
し
て
い
ま

し
た
。
釣
果
の
方

は
、数
日
前
ま
で
続

い
た
雨
の
影
響
で

増
水
し
、釣
り
に
く

い
条
件
と
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
女

性
・
子
供
コ
ー
ス
を

中
心
に
実
行
委
員

の
ア
ド
バ
イ
ス
の

効
果
も
あ
り
、参
加

者
全
員
が
ヤ
マ
メ

か
マ
ス
を
釣
り
上

げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、地
鶏
鍋
と
お
に
ぎ
り
の
セ
ッ
ト
を

青
年
団
員
が
販
売
し
、参
加
者
に
大
好
評
で

し
た
。

　

次
回
も
更
に
多
く
の
参
加
者
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
。

優
勝

○
や
ま
め
の
部

　
・
ジ
ュ
ニ
ア
の
部

　
　

前
川　

佳
美
さ
ん（
熊
本
市
）22.0
㎝

　
　

鮒
田　

隼
人
さ
ん（
相
良
村
）

　
　

久
保
田　

一
平
さ
ん（
錦
町
）

　
・
一
般
の
部

　
　

小
川　

保
さ
ん（
人
吉
市
）22.9
㎝

○
マ
ス
の
部

　
・
ジ
ュ
ニ
ア
の
部

　
　

鮒
田　

隼
人
さ
ん（
相
良
村
）33.5
㎝

　
・
一
般
の
部

　
　

前
崎　

錦
也
さ
ん（
熊
本
市
）23.5
㎝
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大
自
然
を
バ
ッ
ク
に

大
自
然
を
バ
ッ
ク
に

「
第
４
回
く
ま
っ
子
リ
ー
ダ
ー
体
験
塾
」
開
催

「
第
４
回
く
ま
っ
子
リ
ー
ダ
ー
体
験
塾
」
開
催
！！

ア
レ
ッ
ク
ス
先
生
！

ア
レ
ッ
ク
ス
先
生
！

春
休
み
子
ど
も
英
会
話
教
室
を
開
催
！

春
休
み
子
ど
も
英
会
話
教
室
を
開
催
！

　

去
る
平
成
22
年
３
月
６
日
（
土
）、
球
磨

郡
９
ヶ
町
村
に
在
住
す
る
小
学
６
年
生
を

対
象
と
し
て
、
４
回
目
と
な
る
「
く
ま
っ

子
リ
ー
ダ
ー
体
験
塾
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

山
江
村
か
ら
も
山
田
小
学
校
児
童
６
名

が
参
加
し
、
他
町
村
の
児
童
と
交
流
し
な

が
ら
、
自
然
の
中
で
色
々
な
こ
と
を
体
験

し
ま
し
た
。

　

最
初
の
研
修
地
と
な
る
市
房
ダ
ム
で
は
、

昭
和
28
年
か
ら
35
年
ま
で
、
７
年
の
歳
月

を
費
や
し
建
設
さ
れ
た
ダ
ム
の
歴
史
や
、

「
治
水
」、「
利
水
」、「
発
電
」
と
い
う
ダ
ム

の
役
割
に
つ
い
て
学
び
、
実
際
に
施
設
内

を
見
学
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
研
修
地
を
湯
前
グ
リ
ー
ン
パ

レ
ス
に
移
し
、
濱
中
誠
先
生
の
指
導
の
も

と
、
昼
食
と
な
る｢

た
か
ん
ぽ
飯｣

作
り

を
体
験
し
ま
し
た
。
普
段
使
い
慣
れ
な
い

腰
鉈
や
小
刀
を
使
い
、
た
か
ん
ぽ
飯
の
容

器
作
り
と
箸
、
竹
串
作
り
を
体
験
。
作
っ

た
竹
を
釜
に
か
け
、
中
か
ら
ふ
っ
く
ら
と

炊
き
上
が
っ
た
白
い
ご
は
ん
が
顔
を
の
ぞ

か
せ
た
瞬
間
、
参
加
し
た
児
童
か
ら
「
わ

ー
！
」
と
い
う
歓
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し

た
。

　

昼
食
後
は
山
中
を
散
策
し
な
が
ら
野
草

探
し
を
し
、
小
腹
が
空
い
て
き
た
と
こ
ろ

で
、
お
や
つ
作
り
を
体
験
。
作
っ
て
お
い

た
竹
串
に
、
パ
ン
生
地
を
巻
き
つ
け
て
火

で
あ
ぶ
り
な
が
ら
、
焼
け
た
部
分
に
そ
の

ま
ま
か
ぶ
り
つ
く
と
い
う
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

な
お
や
つ
作
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
児
童
か
ら
は
、「
楽
し
か
っ
た
」

「
持
っ
て
帰
っ
て
お
家
の
人
に
食
べ
さ
せ

る
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
３
月
25
日
（
木
）、
小
学
校
が

春
休
み
に
入
っ
た
第
１
日
目
に
、
村
内
小

学
生
を
対
象
と
し
た
、「
春
休
み
子
ど
も
英

会
話
教
室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ア
レ
ッ
ク
ス
先
生
に
よ
る
英
会
話
教
室

は
今
回
で
２
回
目
と
な
り
、
山
田

地
区
を
山
江
村
体
育
館
、
万
江
地

区
を
万
江
小
学
校
と
２
会
場
に
分

け
、
そ
れ
ぞ
れ
１
時
間
の
英
会
話

教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
と
、
挨
拶
の
練
習

や
歌
な
ど
を
歌
っ
て
ウ
ォ
ー
ミ
ン

グ
ア
ッ
プ
を
し
た
後
、
ｓ
ｔ
ｏ
ｐ

（
止
ま
れ
）、
ｇ
ｏ
（
進
め
）、
ｒ

ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
（
右
）
ｌ
ｅ
ｆ
ｔ
（
左
）

な
ど
の
単
語
を
覚
え
、
覚
え
た
単

語
を
聞
い
た
り
、
使
っ
た
り
し
な

が
ら
、
パ
ズ
ル
形
式
に
な
っ
て
い

る
ヒ
ン
ト
を
探
し
、組
み
合
わ
せ
、

宝
が
隠
さ
れ
て
い
る
場
所
を
見
つ

け
る
と
い
う
、
宝
探
し
ゲ
ー
ム
を

し
ま
し
た
。

　

レ
ッ
ス
ン
終
了
後
、
英
語
で
書

か
れ
た
終
了
書
が
手
渡
さ
れ
る

と
、
子
ど
も
達
は
嬉
し
そ
う
に
、

修
了
書
を
受
け
取
っ
て
い
ま
し

た
。

　

ア
レ
ッ
ク
ス
先
生
は
、「
ま
だ
ま
だ
、色
々

な
こ
と
を
計
画
し
て
、
も
っ
と
多
く
の
子

ど
も
達
と
交
流
で
き
れ
ば
と
思
う
。」
と
語

っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。



第 232号　平成 22年 5月　広報やまえ 8

防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
村
内
小
学
生

見
知
り
遠
足
に
て
交
流
会

笑
顔
が
一
番
！　

　
　
　
　

平
成
21
年
度
第
５
回
高
齢
者
学
級
を
開
催

『
え
ほ
ん
の
お
は
な
し
会
』

　

４
月
24
日
（
土
）、
歴
史
民
俗
資
料
館
図

書
室
に
て
、
子
ど
も
読
書
の
日
に
ち
な
ん

だ
、
山
江
村
文
化
協
会
の
読
み
聞
か
せ
の

会
「
お
ひ
さ
ま
」
と
英
会
話
ク
ラ
ブ
の
み

な
さ
ん
に
よ
る
「
え
ほ
ん
の
お
は
な
し
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
や

大
型
絵
本
、
英

語
で
の
読
み

聞
か
せ
な
ど
、

様
々
な
絵
本
の

読
み
聞
か
せ

に
、
子
ど
も
達

は
目
を
輝
か
せ

な
が
ら
絵
本
の

世
界
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
４
月
14
日
（
水
）
、
つ
つ
じ

の
花
が
咲
き
ほ
こ
る
晴
天
の
中
、
丸
岡
公

園
に
て
、
山
江
村
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
と
村
内
小
学
生
の
交
流
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
会
は
、
新
一
年
生
を
は
じ
め

と
す
る
小
学
生
に
、
登
下
校
時
の
安
全
を

見
守
る
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の

顔
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
、

村
内
小
学
校
が
行
う
見
知
り
遠
足
に
あ
わ

せ
て
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

山
田
地
区

の
児
童
と
ス

タ
ッ
フ
は
本

丸
広
場
で
、

万
江
地
区
の

児
童
と
ス

タ
ッ
フ
は
二

の
丸
広
場
で

そ
れ
ぞ
れ
交

流
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

交
流
会
で
は
、
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
の
紹
介
を
行
っ
た
あ
と
、
学
校
で

用
意
さ
れ
た
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、
一
緒
に

お
弁
当
を
食
べ
た
り
と
、
児
童
達
と
楽
し

く
過
ご
し
な
が
ら
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
３
月
23
日
（
火
）
、
「
来

て
！
見
て
！
実
感
！
〜
幸
せ
は
『
笑
顔
』

か
ら
〜
」
と
題
し
、
平
成
21
年
度
を
締
め

く
く
る
第
５
回
山
江
村
高
齢
者
学
級
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
が
、

42
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
参
加
者

は
、
歴
史
民
俗
資
料
館
に
飾
っ
て
あ
っ
た

お
雛
様
を
鑑
賞
し
、
そ
の
後
、
二
班
に
別

れ
て
、
増
築
さ
れ
た
健
康
の
駅
（
山
江
村

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
）
と
４
月
に
開
局
し

た
ケ
ー
ブ
ル
セ
ン
タ
ー
（
山
江
村
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
１
階
）
の
施
設
見
学
を

し
ま
し
た
。

　

健
康
の
駅
で
は
、
新
し
く
増
築
さ
れ
た

畳
の
部
屋
に
入
り
、
担
当
者
に
よ
る
健
康

の
駅
の
利
用
目
的
の
拡
大
や
今
年
度
か
ら

新
し
く
ス
タ
ー
ト
す
る
事
業
の
説
明
な
ど

を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ケ
ー
ブ
ル
セ
ン
タ
ー
で
は
、
た

く
さ
ん
並
ん
だ
機
材
の
説
明
を
受
け
た

り
、
実
際
に
カ
メ
ラ
の
前
に
座
っ
て
み
た

り
と
、
４
月
か
ら
動
き
出
し
た
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
の
現
場
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

２
箇
所
の
施
設
見
学
終
了
後
、
参
加
者

達
は
資
料
館
へ
移
動
し
、
講
演
会
に
参

加
し
ま
し
た
。
演
題
を
「
楽
し
く
・
元

気
に
・
健
康
に
！
あ
な
た
の
幸
せ
な
〜

に
？
」
と
題
し
、
多
良
木
町
よ
り
腹
話
術

師
（
村
山
悦
子
氏
）
を
お
迎
え
し
、
人
形

の
ケ
ン
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
、
「
ま
ず
は
、

家
か
ら
一
歩
外
に
出
て
み
る
こ
と
」
「
楽

し
み
は
自
分
で
見
つ
け
て
い
く
も
の
」
な

ど
、
参
加
者
に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
笑

い
と
一
緒
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
達
は
村
山
先
生
の
楽
し
く
た
め

に
な
る
話
に
耳
を
傾
け
、
笑
っ
た
り
、
う

な
ず
い
た
り
と
、
楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
し

た
。

子
ど
も
読
書
の
日
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ケーブルテレビ開局！
　山江村ケーブルテレビ局が 4月 1 日に開局しました。
去る、4月 12 日には、金子恭之衆議院議員、溝口幸治県
議会議員、野津正明九州総合通信局長、宮尾尚球磨地域
振興局長、山中守熊本大学教授、中江章三NTT西日本熊
本支店長他、多数のご来賓の方々にご臨席いただく中に
開局の記念式典を行いました。
 
　昨年 12 月から試験放送を行ってきたこともあり加入率

が 80 ％ を 超 え、
より良きスタート
がきれたと思って
います。ケーブル
テレビ（CATV）
は、難視聴対策、
地デジ対策に加
え、多チャンネル
放送のサービス、
高速インターネッ
トサービス、防災

無線・高齢者の安否確認等行政サービス、そして、自主
放送チャンネルにより、あらゆる地域情報を村民の皆さ
んとスピーディに情報共有ができます。
　つまり本村は、スピードある情報伝達・共有による地
域づくりの最強の道具を手に入れたことになります。そ
して、この道具を使いこなすことによって新しい村づく
りの次のステージが見えてきました。それには、村民の
皆さん方が政策参入してもらうことが重要です。この情
報基盤は村民の皆さんが使ってもらうためのものでもあ
ります。産業、福祉、教育、環境等々、身の回りの課題
を解決しながら住
みより村づくりの
実現に向けて行政
と議会、そして村
民の皆さん方と三
位一体で力強い村
づくりを進めてい
きましょう。

※記事の内容は平成22年４月16日付けの「村長ブロ
グ」より引用しております。

　村長ブログURL  http://sonchou.vill.yamae.lg.jp/

インターネットTV「やまえ村民てれび」　検索　http://ystv.vill.yamae.lg.jp/
「やまえ村民てれび」は、「マロンてれび」の協力によりVTRの取材・収録・編集を行っています。
みなさんの世界へ向けて発信したい情報、お待ちしております。　

山江村を全世界に動画で発信するインターネットTV番組｢やまえ村民てれび｣
その中でお伝えしている内容の一部を掲載します。

マロンてれび5月号

～ ～～ ～

お問い合わせ　やまえ村民てれび管理者　山江村役場産業情報課企画情報センター係　℡0966-23-3112

つつじ祭り（球磨拳）
　今年も大盛況に終わった「やまえつ
つじ祭り」。今回は球磨拳に焦点をあ
てて皆さんにお伝えします。

オープニング
　今月号は山江村役場の応接室より
お届けします。たくさんのゲストの方に
お越しいただきました。

元気な高齢者インタビュー
　前回に引き続き２回目をお送りしま
す。今回は山田下払地区の「尾方キミ
子」さんへのインタビューです。

球磨弁講座
　毎回お送りしています球磨弁講座。
今月は「ましゃくせん」です。

６月号配信予定…　・節句の祝い　　・第３回 元気な高齢者インタビュー　　・球磨弁講座
※マロンてれびの収録番組をケーブルテレビに掲載しています。
　「私達の活動を紹介したい」と希望される団体・グループ等がありましたら是非ご連絡ください。一緒に番組を作りませんか？

※

配
信
予
定
の
事
例
は
諸
事
情
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

村 県 民 税 １期 ２期 ３期 ４期

固 定 資 産 税 １期 ２期 ３期 ４期

軽 自 動 車 税 全期

国民健康保険税 １期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期 10期

村営住宅使用料 毎　　　　　月

上下水道使用料 毎　　　　　月

ケーブルテレビ
使 用 料 毎　　　　　月

平成 22年度は納期限の変更はありません。
今年度よりケーブルテレビ局開設に伴い、ご加入世帯に関してはケーブルテレビ使用料も発生しております。
税金及び使用料は納期限内に納めましょう。

税金および使用料の納期について

●使用料について
　ご加入の皆様には４月から使用料をいただくこととなりました。
　支払は便利な口座振替をご利用ください。振替は毎月末日です。末日が祝
祭日の場合は、翌営業日となります。納付書につきましては、村税等と同じ
く、毎月第２金曜日に発送いたしますので納期限までにお納めください。
●無料域内電話について
　現在ご利用いただいております無料域内電話について「電話がつながらな
い」とのお尋ねがあります。その時はまず、告知端末の電源（黒いアダプター）
が入っているか、また告知端末のランプ（Ｖ oＩ P）が光っているかお確か
めください。
　なお、電源を入れてから使用できるのに 10 分程度かかります。
　ＯＮＵの電源アダプター（白い箱状のもの）にコンセントが差してあるか
もお確かめください。
　それでも使用できない場合は、ケーブルテレビセンター（22 － 8808）ま
でご連絡ください。
●休止・解約について
　ケーブルテレビ及びインターネットを休止される場合は、休止申請書の提
出が必要となります。インターネットの休止では、機器の回収等はありませ
んが、ケーブルテレビの休止は、ＳＴＢ、告知端末、電話機、タップ、電源
アダプターを回収します。
　解約の場合は解約申請書の提出が必要となります。ただし、機器、ケーブ
ル全てを撤去することとなりますので、別途工事費がかかります。
　なお、使用料は申請書を提出された月までいただくこととなりますのでご
了承ください。

　

球
磨
郡
民
体
育
祭
が
左
記
の
日
程
で
開
催
さ
れ

ま
す
。

　

山
江
村
選
手
団
も
参
戦
い
た
し
ま
す
。

　

皆
様
の
熱
い
応
援
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

　

５
月
21
日
㈮
あ
さ
ぎ
り
町
免
田

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　

６
月
８
日
㈫
あ
さ
ぎ
り
町
岡
原

球
技
等

　

７
月
10
日
㈯
〜
11
日
㈰
・
18
日
㈰
郡
内
一
円

陸
上
競
技

　

７
月
25
日
㈰
多
良
木
町

第第
6060
回
球
磨
郡
民
体
育
祭

回
球
磨
郡
民
体
育
祭

山江村ケーブルテレビセンター山江村ケーブルテレビセンター
からのお知らせからのお知らせ
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地域包括支援センターだより

　山江村にお住まいの高齢者が、介護を必要とする状態にならないように、また、今の状態を悪化させ
ないように改善を図ることです。
　いつまでも自分らしく、輝きをもって暮らしていくため
に、危険なサインを早期発見・早期治療しましょう。

・日常的な生活動作の力が弱くなるサイン
・足腰の衰えのサイン
・栄養不良のサイン
・お口の老化のサイン
・閉じこもりのサイン
・物忘れのサイン
・気持ちの落ち込みのサイン

困ったり、悩んだときは一人で悩まずご相談ください。
２３－２２３２　担当：山浦・蕨野・迫田

地域包括支援センターとは
ご高齢の方が住みなれた地域で安心して長く暮らし
続けられるように相談・支援・調整を行うところです。
どなたでも無料でご利用いただけます。
お気軽にご相談ください！

☆　「介護予防」って何？

いつまでも元気でいていただくためには「介護予防」
が大切です！！

　  役場 

 森林組合 

山江村地域包括支援センター 

福祉保健センター「健康の駅」内 

下
水
道
だ
よ
り

下
水
道
だ
よ
り

　

排
水
設
備
工
事
は
、
お
済
み
で
す

か
？

　

農
業
集
落
排
水
に
接
続
し
ま
す
と
農

業
用
水
・
生
活
環
境
・
川
な
ど
を
き
れ

い
な
環
境
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

山
江
村
で
は
、排
水
設
備
の
普
及
促
進
・

農
村
環
境
の
改
善
の
た
め
、
処
理
区
域

内
で
排
水
設
備
を
個
人
宅
に
新
設
又
は

改
造
す
る
方
に
、
工
事
に
要
す
る
資
金

に
対
し
て
、
村
が
融
資
の
あ
っ
せ
ん
及

び
利
子
の
補
給
を
行
っ
て
い
ま
す
。
融

資
先
は
Ｊ
Ａ
が
取
り
扱
っ
て
お
り
、
限

度
額
・
償
還
期
間
は
次
の
と
お
り
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

区　

分
：
農
業
集
落
排
水
設
備
資
金

　

融
資
限
度
額
：
７
０
０
，
０
０
０
円

　

償
還
期
間  

：
60
ヶ
月
以
内

※
融
資
・
申
請
様
式
の
記
入
方
法
で
、

不
明
な
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、
建
設

課
上
下
水
道
係
（
２
３
│
６
４
４
９
）

も
し
く
は
Ｊ
Ａ
球
磨

山
江
店
（
２
３
│

２
３
０
４
）
へ
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

６月１日から旅券（パスポート）申請・交付の窓口が山江村役場に変わります。
●対象者　山江村に住民登録をしている方または居所
がある方
●取扱窓口　山江村役場健康福祉課戸籍係
●取扱時間　【申請】午前９時から午後４時
　　　　　　【交付】午前９時から午後５時
　　　　　　※土日・祝祭日、年末年始を除く
●受領までの期間　１１日間
　　　　　　　　　※土日・祝祭日、年末年始を除く
●申請方法　取扱窓口に備付けの「一般旅券発給申請
書」に次の必要書類を添付し健康福祉課戸籍係へ提
出してください。
①戸籍謄(抄)本…１通

②住民票…１通
※①②いずれも発行日から６ヶ月以内のもの
③旅券用写真…１枚（最近６ヶ月以内に撮影したも
の）

　④本人確認書類（運転免許証など）
●注意事項　山江村に住民登録をしている方は、球磨
地域振興局での申請・交付はできなくなりますの
で、ご注意ください。

☆お問い合わせ先☆
　健康福祉課戸籍係　
　　　　　　域内無料電話　２３－３９７８
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国
民
健
康
保
険
か
ら

の
お
知
ら
せ

○
肥
満
は
生
活
習
慣
病
の
は
じ
ま
り
！

　

肥
満
と
は
、
運
動
不
足
な
ど
に
よ
る
消

費
カ
ロ
リ
ー
が
少
な
い
こ
と
に
よ
り
、
体

に
必
要
以
上
の
脂
肪
を
た
く
わ
え
て
し
ま

っ
て
い
る
状
態
の
こ
と
で
す
。

　

体
重
が
負
荷
と
な
っ
て
腰
や
関
節
を
痛

め
る
だ
け
で
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
臓
器
に
負

担
を
か
け
、
糖
尿
病
や
高
脂
血
症
、
高
血

圧
、
脂
肪
肝
な
ど
生
活
習
慣
病
の
原
因
と

な
り
ま
す
。
生
活
習
慣
病
が
気
に
な
り
だ

す
40
代
、
50
代
の
人
は
、
ま
ず
肥
満
の
予

防
・
解
消
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

○
肥
満
を
防
ぐ
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

（
１
）
食
事
は
１
日
３
食
を
規
則
正
し
く

と
る
。

（
２
）
食
べ
過
ぎ
に
注
意
す
る
。

（
３
）
適
正
体
重
を
保
つ

（
４
）
適
度
な
運
動
を
継
続
し
て
行
う
。

※
毎
年
、
特
定
健
診
を
受
診
し
ま
し
ょ

う
。

特
定
健
診
で
は
病
気
を
見
つ
け
る
だ
け

で
は
な
く
、
毎
年
受
診
す
る
こ
と
で
自

分
の
体
の
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
、
管
理
し

ま
し
ょ
う
。

介護保険制度シリーズ（61）

○回答：４月の中旬に65歳の方に介護保険料の納入通知書を送付しました。今回は、現段階では税情報が未確定で
あるため、前年度の情報に基づいた通知になります（仮算定）。税情報の確定後、平成22年度の介護保険
料のお知らせを７月中旬に送付いたします。納入通知書の確認のポイントは以下のとおりです。

　ポイント①　まず、所得段階区分を確認します。区分は６段階あり、昨年度と比較し同じ区分であれば保険料の
年額は同じです。

　ポイント②　平成22年度に納める保険料で年額が記載されています。
　ポイント③　徴収の方法には、「特別徴収」と「普通徴収」の２種類あります。下記の例によると年額53,400円

を各偶数月にそれぞれ年金から天引きされるということになります。
・「特別徴収」…年金からの天引きによる徴収方法
・「普通徴収」…納付書で納めていただく徴収方法

（例）
年額保険料　　　　　　　　　　　　　　　期別保険料額

平成 22 年度に納付する保険料額
53,400 円

これからの保険料納付方法等
保険料徴収方法 特別徴収
特別徴収義務者 社会保険庁
特別徴収対象年金 老齢基礎年金

保険料算定基礎

期　　間 月数
（1） 所得段階区分 特例 保険料率

（2）
保険料算出
（2）×（1）／12 保険料額

平成 22 年 4 月～平成 23 年 3 月 12 第四所得段階 53,400 53,400 53,400

国民年金保険料の免除について
　国民年金の第１号被保険者（農林漁業・商業などの自営業者、学生、日本在住の外国人など保険料を個
人で納めている方）でどうしても納付が困難なときは、申請により保険料納付が免除される場合がありま
す。免除には、前年の所得によって全額免除、４分の３免除、半額免除、４分の１免除の４種類および若
年者納付猶予、学生納付特例があります。免除期間の保険料は１０年以内であればさかのぼって納めるこ
とができ（追納）、将来、満額の年金（より多くの年金）を受け取ることができます。また、保険料の免除
や猶予を受けず保険料が未納の状態で、万一、障害や死亡といった不慮の事態が発生すると、障害基礎年金・
遺族基礎年金が受けられない場合があります。
（※学生納付特例の承認期間が４月～翌年３月、その他の免除制度の承認期間が７月～翌年６月までとなっ
ておりますので１年毎の申請が必要となります。）
詳細は役場健康福祉課（２３－３９７８）までお問い合わせください。

○質問：介護保険料の納入通知書が届いたが、昨年度より高くな
った気がする。通知の見方が知りたい。

月 保険料額
普通徴収 特別徴収

４月 0 8,100
５月 0
６月 0 8,100
７月 0
８月 0 8,100
９月 0
１０月 0 9,700

１１月 0
１２月 0 9,700
１月 0
２月 0 9,700
３月 0
計 53,400
合計額 53,400ポイント①

ポイント③ポイント②
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５児歯科検診（平成22年2月25日実施）

　入口　　鈴　(昌史)　14区

　原先　佑弥　(毅)　　  9区

１歳６ヶ月児歯科検診（平成22年4月16日実施）

　石本　椛穏　(信一郎)  9区

　入福　優莉　(至宏)　  6区

　上村　心優　(卓也)　  9区

　上村　穂華　(享史)　  8区

　浦川　太陽　(功二)　  1区

　先田　麗奈　(優)　  　9区

　白川　心陽　(晃)　　  9区

　東　　遥香　(健一)　  1区

　平川　彩夏　(勝)　　13区

　溝辺　玲那　(真幸)　  2区

　宮田　葵衣　(文秋)　  2区

２児歯科検診（平成22年3月25日実施）

　岩本　美榎　(和弘)　11区

　境　　友吾　(将也)　14区

　高木　環菜　(昇一郎)  1区

　恒松　美月　(文雄)　  6区

　西　こはる　(義晴)  7区

　前田　遼斗　(陽子)　  1区

　宮坂　永遠　(勇文)　  6区

　柳瀬　太陽　(雄大)　  1区

　山北　大吉　(照雄)　  8区

　山田弥咲希　(幸助)　  6区

３児歯科検診（平成22年5月14日実施）

　浦川　日向　(功二)　  1区

　橋本　　優　(功二)　  9区

　畠山　美波　(欣和)　  6区

　原先　藍良　(慎二)　  9区

　村田　雪乃　(芳博)　10区

　（敬称略・あいうえお順）

骨を守って人生を楽しもう！

　高齢化社会の到来により、最近女性の間で話題にな
ってきている病気に骨粗鬆症（こつそしょうしょう）
があります。特に閉経以後の女性では骨粗鬆症を気に
したことが一度や二度あるのではないでしょうか。
　骨の量は20～35歳の間に最大となります。その後
閉経頃まで骨の量は保たれますが、女性では閉経を迎
えると、とたんに骨の量が減少してきます。だからと
いって全員が骨粗鬆症になるわけではありません。こ
れまでの生活習慣によって骨の量の減りかたにも個
人差が出てきます。例を挙げてみましょう。
　Ａさんは若い頃から食事の好き嫌いが無く、牛乳も
よく飲んでいます。運動も適度にこなし、戸外に出か
けるのが大好きです。Ｂさんはお魚が嫌いで牛乳も飲
めません。戸外に出かけるよりも家の中にいることを
好んでいます。喫煙量も多いようです。
　Ａさん、Ｂさんが閉経を迎えた後、骨の量はどうな
るでしょうか。Ａさんの場合、もちろん骨の量は減り

ますが、危険因子が少ないこともありその速度は非常
にゆっくりであると推定されます。一方Ｂさんの場合
は、危険因子が多く閉経後急激に骨の量が減り、軽く
転倒しただけで骨折を起こしたということになるか
もしれません。このような悪い食生活習慣、運動不足、
日光不足、喫煙等が骨に様々な影響を及ぼす危険因子
となっていると考えられています。
　骨粗鬆症は実は中年以降の女性だけの病気ではあ
りません。「自分はまだ若いから」とか「男性だから骨
粗鬆症とは関係ない」と思っているそこのあなた！ 
若い女性にも男性にも骨粗鬆症はあります。若い女性
の場合は過激なダイエットや偏食が、男性の場合は喫
煙、アルコールなどが危険因子となりうるのです。
　ここまで述べてきたことに少しでも心当たりのあ
る方は、まず自分の食生活習慣を見直してみてくださ
い。
いまからでも遅くありません。骨粗鬆症にならない為
に、あるいは骨粗鬆症と診断されてしまった場合で
も骨を鍛えるためにカルシウムが多く含まれている
食事やバランスの良い食事を心がけ、適度な運動を行
い、危険因子を遠ざけることが必要です。骨を守って
人生をエンジョイしましょう！

歯科検診で虫歯のなかったお友達歯科検診で虫歯のなかったお友達

　今回むし歯があったお子さんは治療をして次の歯科検診では名前が載るようにしましょう。

　子どもさんの歯科検診の結果治療しなければならないむ
し歯がなかったお子さんです。( 治療中の人を除く ) 歯みが
き ､仕上げ磨き、おやつの工夫など親子で頑張りました。
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information

お
知
ら
せ

　

５
月
21
日
は
二
十
四
節
気
の
一
つ
で
「
小
満

（
し
ょ
う
ま
ん
）」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
よ
う

や
く
暖
か
さ
も
加
わ
り
山
野
の
草
木
た
ち
が
実

を
つ
け
始
め
ま
す
。
万
物
が
次
第
に
満
つ
る
と

い
う
こ
と
か
ら
、「
小
満
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
が
、
今
年
は
気
候
の
変
動
が
激
し
く
、
草
花

た
ち
も
戸
惑
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

さ
て
、
当
図
書
室
で
は
、
今
年
が
国
民
読
書

年
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
気
持
ち
も
新
た
に
内

装
を
変
え
、
明
る
く
楽
し
く
読
書
が
で
き
る
配

置
に
し
ま
し
た
。

　

前
回
の
広
報
で
も
お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
本
の
返
却
も
徐
々
に
よ
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
ま
だ
帰
っ
て
こ
な
い
本
も
あ

り
ま
す
。
暖
か
く
な
っ
た
の
で
、
お
部
屋
の
掃

除
の
と
き
に
探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。
次
に

借
り
る
人
が
ワ
ク
ワ
ク
し
て
待
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
読
み
た
い
本
の
リ
ク
エ
ス
ト
も
間
も
な

く
開
始
し
ま
す
の
で
、
お
楽
し
み
に
。

ハートブックデイハートブックデイ
毎週月曜日は毎週月曜日は
心広がる読書の日心広がる読書の日
ひとときを　読書でひとときを　読書で
過ごしましょう過ごしましょう

図書室だより図書室だより
山江村歴史民俗資料館図書室

開館時間：朝 9：00 ～夕方 5：00
休　館　日：祝日

環境いろはカルタ紹介
　平成２０年度「人吉球磨環境協議会」の方たちが、カルタ遊びを通して地球
温暖化を考えるきっかけ作りになればという思いで、　「環境カルタ」を作成さ
れました。前回に続き紹介します。

◎かるたのイラストは、熊本県立球磨工業高校美術部の学生によるものです。

わ
私
で
も　

こ
れ
な
ら
で
き
る

　

リ
サ
イ
ク
ル

か
か
き
殻
で

　

蛍
飛
び
か
う　

川
に
な
り

よ
よ
く
考
え
て
！

　

捨
て
る
前
に　

も
う
一
度

た
た
い
へ
ん
だ

　
地
球
が
熱
い
ぞ 

死
ん
じ
ゃ
う
ぞ

統
計
調
査
員
募
集
!!

　

村
で
は
、
統
計
法
に
基
づ
く
指
定
統
計
調
査

（
国
勢
調
査
や
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
な
ど
）で
、

統
計
調
査
員
と
し
て
活
動
い
た
だ
け
る
方
を
随

時
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
統
計
調
査
員
の
仕
事

を
希
望
す
る
方
は
、
役
場
総
務
課
政
策
調
整
係

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ　

２
３
─３
１
１
１
）
ま
で
ご
連
絡
下

さ
い
。

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い

　

無
料
人
権
相
談
所
・

　

行
政
相
談
所
開
設
の
お
知
ら
せ

　

み
な
さ
ん
が
、
こ
れ
は
人
権
問
題
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
と
感
じ
た
り
、
困
り
ご
と
や
心
配
ご

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
法
務
局
や
人
権
擁
護
委

員
に
ご
相
談
下
さ
い
。

　

い
じ
め
・
体
罰
、
家
庭
内
、
隣
近
所
、
借
地
・

借
家
、
名
誉
・
信
用
、
金
銭
ト
ラ
ブ
ル
、
障
が

い
者
差
別
、
部
落
差
別
、
相
続
・
遺
言
、
外
国

人
差
別
な
ど
の
人
権
問
題
の
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。　

　

な
お
、
行
政
に
関
す
る
苦
情
や
意
見
要
望
な

ど
に
つ
い
て
は
、
行
政
相
談
委
員
が
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

期　

日　

６
月
１
日
（
火
）

時　

間　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
ま
で

場　

所　

山
江
村
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
「
健
康
の
駅
」

　

な
お
、
法
務
局
の
人
吉
支
局
と
山
江
村
の
人

権
擁
護
委
員
・
行
政
相
談
委
員
宅
で
は
休
日
を

除
き
、
毎
日
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

・
熊
本
地
方
法
務
局
人
吉
支
局　
　

人
吉
市
土
手
町
36
番
地
１
（
人
吉
総
合
病
院

前
）　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

２
２
─３
３
９
３

（
人
権
擁
護
委
員
）

・
山
田
合
戦
峰　

勝
山　

厚
子

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

２
３
─３
５
１
１

・
万
江
城
内　

中
村　

智
代
正

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

２
２
─４
９
６
８

（
行
政
相
談
委
員
）

・
山
田
味
園　

稲
留　

定
則

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

２
３
─４
９
７
４

　３月 16 日に肥後木材㈱人吉木材市場様
より山江村福祉保健センター「健康の駅」
に長イス２台を寄贈していただきました。
　社会福祉協議会事務所入り口前とコカ・
コーラ自動販売機そばに設置しておりま
すので、休憩されたい時や健康の駅にお
越しの際は、ぜひ
ご利用ください。
　肥後木材㈱人吉
木材市場様ありが
とうございました。

　２０１０年は国民読書
年です。読書は人生を豊
かにします。本に触れ合
う一年にしていきましょ
う。

人吉・球磨地域にお住まいの方を対象とした
無料法律相談会
［平成 22 年 6 月～平成 23 年 3 月］

月 地　域 開 催 日・会　　場

６月 山江村
６月23日（水）
　山江村福祉保健センター
　「健康の駅」多目的ホール

７月 五木村 ７月28日（水）　（未　　定）
８月 錦　町 ８月４日（水）　錦町保健センター（旧錦町役場）
９月 多良木町 ９月14日（火）　多良木町多目的研修センター
10月 水上村 10月21日（木）　（未　　定）
11月 相良村 11月４日（木）　相良村総合体育館
12月 人吉市 12月３日（金）　（未　　定）
１月 湯前町 １月19日（水）　湯前町保健センター
２月 球磨村 ２月２日（水）　（未　　定）
３月 （ 開 催 予 定 ）

家計の無料法律相談会
借金問題を中心とした日常生活に関わる心配ごと
について一人で悩まずご相談ください。
臨床心理士による「こころの健康相談」もあります。

６月は、山江村で開催 !!
６月23日㈬　山江村福祉保健センター「健康の駅」

（山江村山田甲１３７３-１）
受付時間：午後１時～午後４時

（予約は不要ですが、予約があれば優先します）

お問合せ先：山江村役場健康福祉課
０９６６- ２３- ３９７８

＜主　催＞
人吉・球磨生活支援ネットワーク

（人吉・球磨地域の自治体、社会福祉協議会の担当者会議）
熊本県弁護士会・熊本県司法書士会
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英会話

Chestnut（栗）のYamame（やまめ）と

アレックス先生

～アレックス先生のワンポイントレッスン～

今回は、鯉のぼりにちなんだ会話ですよ。

「Do you have any plans for… 　（～の予定はある？）」
友達や仕事仲間と予定を計画するときなどに使えるフレーズですよ。

　こんにちは。アレックスです。私のふるさとであるニューヨー
クでは、５月に日本からプレゼントされた桜が咲き乱れ、桜祭り
が行われます。私もよく、その祭りに行った思い出があります。
今年初めて日本の春を体験しました。やはり桜はいいですね。こ
れからもみなさんと一緒に英語を勉強していきたいです。

：Hey Yamame-kun! Do you have any plans for 

　the Golden Week holidays?

：No, I don’t. I don’t have any plans.

：Would you like a good part-time job? It’s 　

　easy! You work outside, swim all day, and

　get a great view! 

：Really? What is it?

：It’s the Koinobori!

：But… but I’m a Yamame, not a Koi.

（やあ　ヤマメ君！ゴールデンウィークは 予定ある ?）

（ううん。何も予定ないけど。 ）

（簡単でいいバイトがあるんだけど。ながめのいいところで一日泳ぐ
だけ。）

(ほんとに！？　それって何？ )

( それは、鯉のぼりさ！ )

( え…でも、俺はヤマメで鯉じゃないんだけど )

ヘ イ ドゥ

ザ

ユ ー ハ ヴ

ハ ヴ

エニィ プランズ

エニィ プランズ

フォーヤ マ メ － ク ン

ゴールデン

ノー

ウ ッ ジュウ ライク ア グッド パート－タイム ジョブ イッツ

バ ッ … バットアイム ア ヤ マ メ ノット ア コイ

イッツ ザ コ イ ノ ボ リ

レアリー ウワット イズイット

ゲット ア グレイト ヴ ュ ー

イージー ユー ワーク アウトサイド スウィム オール デイ アンド

アイ アイドント ドント

ウィーク ホ リ デ イ ズ

いかがでしたか？　次回もお楽しみに

【
手
づ
く
り
ひ
な
ま
つ
り
と

柳
川
伝
承
ま
り
・
さ
げ
も
ん
展
】

　

去
る
二
月
二
十
日（
土
）〜
三
月
三
十
一
日

（
水
）ま
で
、「
人
吉
球
磨
は
ひ
な
ま
つ
り
」に
ち

な
ん
で「
手
づ
く
り
ひ
な
ま
つ
り
と
柳
川
伝
承

ま
り
・
さ
げ
も
ん
展
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

文
化
協
会
の
陶
芸
部

に
よ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
お

雛
さ
ま
、押
し
花
で
の
お

雛
さ
ま
、折
り
紙
で
作
っ

た
お
雛
さ
ま
や
小
物
の

お
雛
さ
ま
、竹
の
段
飾
り

の
お
雛
さ
ま
等
、多
種
多

様
の
雛
人
形
と
、文
化
協

会
て
ま
り
部「
な
の
は
な
」に
よ
る
色
鮮
や
か

な
伝
承
ま
り
・
さ
げ
も
ん
の
飾
り
を
た
く
さ
ん

展
示
し
、館
内
を
賑
わ
せ
ま
し
た
。「
健
や
か
な

女
の
子
の
成
長
」を
願
っ
て
造
ら
れ
た
手
づ
く

り
の
お
ひ
な
祭
り
に
、来
館
者
か
ら「
素
敵
で

す
ね
」と
の
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

【
５
月
の
予
定
】

　

五
月
十
八
日（
火
）か

ら
六
月
十
九
日（
土
）ま

で
、耕
墨
会
に
よ
る「
中

国
水
墨
画
作
品
展
」を
開

催
し
ま
す
。た
く
さ
ん
の

ご
来
場
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

開
館
時
間　

朝
９
時
〜
夕
方
５
時

　
　
　
　
　

休
館
日 

毎
週
月
曜
日
・
祝
祭
日

山
江
村
歴
史
民
俗
資
料
館
便
り



作り方作り方

時代の旅行

●
発
行
所
/山
江
村
総
務
課
政
策
調
整
係

　
〒
868-8502 熊

本
県
球
磨
郡
山
江
村
大
字
山
田
甲
1356-1

　
T
E
L
 0966-23-3111  F

A
X
 0966-24-5669

●
発
行
日
/

　
平
成
22年

５
月
21日

発
行

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 http://w

w
w
.vill.yam

ae.lg.jp
●
Eメ
ー
ル
 seisaku@

vill.yam
ae.lg.jp

●
印
刷
/（
株
）協
和
印
刷

くりの里やまえ

人口と世帯
平成22年4月30日現在

各課への直通電話がございます。
域内無料電話も同じ番号です。

山江村役場各課直通電話番号表

（  ）前号との比

総　 務　 課
産 業 情 報 課
企画情報センター
税　 務　 課
健 康 福 祉 課
会　 計 　室
建　 設　 課
議 会 事 務 局
教 育 委員会
歴 史 資 料 館
ケーブルテレビセンター
包括支援センター

23-3111
23-3113
23-3112
23-5692
23-3978
23-3293
23-6449
23-3401
23-3604
23-3665
22-8808
23-2232

FAX(0966)-24-5669［総務課］

人　口　3,862人（－39)

　男　　1,822人（－17)

　女　　2,040人（－22)

世帯数　1,232戸（－  3)

た　　びと　　き

　緑一色の制服制帽、マフラーをなびかせ、道行
く村人の拍手を受けて足取りも軽やかに一路丸
岡公園へと向かいました。晴天に恵まれた丸岡
には色とりどりに咲きほころびたつつじの花と
共に、花見の人々でごったがえす中、少年団員は
まず、規律訓練、それに続いて村長さんより皆さ
んは山江村の少年のもはんとなる者であり、大
切な財産である。緑を守るため樹木を保護し環
境をきれいにちり一つない山江村をつくるため
に協力してください。又少年団員はお互いに、村
民の皆さんに、はっきりとあいさつのできる礼儀
正しい団員になってください。等々の訓辞があった後、丸岡公園の清掃に取
りかかりました。40名の団員によって、またたくまにきれいに清掃ができま
した。　

～記事より抜粋～

　４月～５月は環境の変化などもあり、それに慣れようと
して身体もストレスを感じ、体調を崩しやすい季節です。
　こんなときこそ、旬のものをおいしく食べて、元気に過
ごせたらいいですね。
　旬である新玉ねぎには、疲労回復やスタミナ補強に効果
があるビタミンB1の吸収を助ける働きをする硫化アリルを
含みます。スライスして、生で食べたり、炒めたりするの
も美味しいですが、丸ごと簡単に調理して、トロットロに
なった玉ねぎを美味しくいただいてみませんか？

１、新玉ねぎは皮をむいて、へたを落とす。

２、熱が通りやすいように、十文字に切り込みを入れる。

３、ラップをして６００Ｗの電子レンジで５分加熱する。

４、マヨネーズとしょうゆを合わせてかけていただく。

　　七味唐辛子は好みで！マヨネーズに明太子を混ぜたり、

ポン酢でいただくのも美味しいです。

やまえ広報第38号（昭和51年６月10日発行）から

40名の若鮎　丸岡清掃
守ろう!! 豊かなみどり と

水のふるさと を

まるごと玉ねぎ
★材料（４人分）　　　　　分　量
・新玉ねぎ １ヶ
・マヨネーズ 大さじ１
・しょうゆ 小さじ２
・七味唐辛子 少々
・レタス 少々

　エネルギー139kcal
　たん白質2.6g
　塩分2.0g

つ
ぶ
や
き

つ
ぶ
や
き

　
漸
く
春
ら
し
さ
が
感
じ
ら
れ
る
こ
の
頃
。散
歩
を
し
て
い
る
と
、時
の
経
過

と
共
に
様
々
な
音
の
変
化
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。鶯
声
、川
の
流
れ
、風

に
揺
れ
る
若
葉
の
葉
ず
れ
の
音
。こ
の
広
報
が
出
る
頃
に
は
、雨
音
や
田
植
え

の
音
と
な
って
い
る
で
し
ょ
う
か
。恵
み
の
雨
と
は
申
し
ま
す
が
、時
に
は
災
い
の

種
と
も
な
り
ま
す
。こ
れ
か
ら
の
季
節
、災
害
情
報
等
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

話
は
異
な
り
ま
す
が
編
集
後
記「
つ
ぶ
や
き
」が
こ
の
度
復
活
し
ま
し
た
の
で
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。


